
第6回課題　
　いよいよ最終回となりました。
　そこで、まとめとして皆さんに３分間スピーチをし
ていただきます。テーマは2011研修分科会を通して

考えた事を、下記の中から選択してください。スピーチの内
容をパワーポイント原稿3～4枚にまとめ、事前に提出してく
ださい。

【テーマ】
・大学図書館の機能と役割
・図書館の将来像
・マネージメントとは何か
【形式】
表紙にテーマ、論題、所属図書館名、氏名を明記。
2ページ目以降は自由です。
ファイル名は「課題6大学名_名前」としてください。

【提出方法】
2011研修分科会のメーリングリストに添付してお送りく
ださい。（今回は調査ではないのでリポジトリは使用し
ません。）

【提出期限】
12月1日（木）
IAAL事務局で1ファイルもしくは順番にまとめますの

で、提出期限は厳守してください。

当日、名札もお忘れなく！　回収させていただきます。

IAAL事務局　連絡先
170-0004東京都豊島区北大塚1-19-12

TEL: 03-5961-3401 FAX: 03-5944-5087
E-mail: info@iaal.jp
IAAL緊急連絡先（携帯番号）090-9100-0387

研修分科会ML: 2011kenshu@googlegroups.com

日時：
2011年12月8日（木）13時～17時

会場：
慶応義塾大学　三田キャンパス　北館大会議室（3階）
■交通アクセス
・JR山手線
・JR京浜東北線
　田町駅下車、徒歩8分
・都営地下鉄浅草線
・都営地下鉄三田線
　三田駅下車、徒歩7分
・都営地下鉄大江戸線
　赤羽橋駅下車、徒歩8分

アクセスマップは下記のURLを参照してください。
　http://www.keio.ac.jp/ja/access/mita.html

北館は、下のキャンパスマップ❶の建物です。

私立大学図書館協会　東地区研究部　研修分科会
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井上真琴氏の熱い講演
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2011研修分科会のまとめ
　第1回から第6回までの研修分科会を通して、皆さんが考えた
ことを持ち寄り、2011研修分科会のまとめとしたいと思いま
す。事前にスピーチの内容を投影資料にまとめて提出してくだ
さい。一人３分以内とします。単なる感想だけでなく、課題に
挙げたテーマの内、ひとつを必ずサブタイトルとして主題に盛
り込んでください。
　また、これはスピーチの訓練も兼ねています。ジョブズが亡
くなって、パブリックスピーチの力がまた注目されています
が、皆さんもどうやってうまく人に伝える話し方ができるかを
工夫してみてください。

分科会活動報告会について

　12月16日（金）13:55-14:45　於：明治学院大学
　12月15・16日に私立大学図書館協会東地区部会研究部の分科
会活動報告会が行なわれます。研修分科会は研究分科会ではあ
りませんが、上記の時間に報告を行なうことになっています。
　どのような報告を行なうか、発表者だけでなくみんなで考え
ましょう。

忘年会・納会のお知らせ

　12月16日（金）分科会活動報告会終了後

　皆さま、１年間お疲れさまでした。この研修分科会での出会
いを大切に、今後の皆さまのご活躍を祈念しつつ、楽しいひと
時を過ごしたいと思います。
　出欠は必ず11月16日までに、幹事をお引き受けいただいた中
村さん（神奈川大学）にご連絡お願いします。

Themes2
３分間スピーチ

サービスの企画 : ラーニングコモンズ等の事
例を通して（仮題）
講師：岡本 真 氏（アカデミック リソース ガイド）

　
　図書館は大学の中で何をしているか分からないと、他の部署
から言われることはありませんか。利用者に図書館の機能を見
えるようにするにはどうしたらよいでしょう。これまでの研修
分科会の講演を通して、機関リポジトリ、情報リテラシー教育
等、新たな大学図書館の機能について考えてきました。また、
電子化が進む状況下で、図書館の役割はより多様化していくも
のと思われます。それらを実行に移すための「企画力」を最後
の講演テーマにしました。
　サービスの企画を考える際に必要なことは何かを、ラーニン
グコモンズやFacebook等を例に、岡本真さんにお話しいただ
きます。岡本さんはYahoo!知恵袋を企画されたことでも有名
で、ご存知の方も多いと思います。 図書館のサービスも、蔵書
を構築し提供することから、人に対するサービスに視点が移り
つつあります。そのサービスのビジョンやミッションを捉え直
すところから始めなければなりません。
　ご講演とあわせて、ワークショップを行ないます。実際に自
分で考えることを通して、企画力を身につけていきましょう。
　皆さんが岡本ワールドをたっぷり楽しんでいただくことに
よって、これからの大学図書館が活気あるものになっていくこ
とと思います。

第4回　2011. 11. 2第4回　2011. 11. 2

時間 内容

13:00-15:00 講演＋ワークショップ

15:00-15:30 ティーブレイク＋報告会打合せ

15:30-15:40 パブリックスピーチの基本

15:40-17:00 3分間スピーチ

Time table Themes1
講演とワークショップ

進行について、多少時間が前後することがあります。

※12月16日の分科会報告会に向けて、打合せの時間が必要か

と思いますので、ティーブレイクをいつもより長く予定して

います。（基本的に発表は分科会の参加者がすることになっ

ていますので、発表の内容は皆さんにお任せします。）

プレゼンテーションについてのポイントのような事を10分程

高野がお話しさせていただきます。

資料　当日の講演資料は、１週間前にPDFファイル

で配布します。各自印刷して持参してください。紙

では用意しませんので、忘れないよう気をつけてください。


